
「講義要綱」における漢字表記の本語について

POPESCUFIorin

。 は じめ に

「講義 要 綱 」 と呼 ば れ る キ リ シ タ ン 写 本 に は 、 ラ テ ン 語 で 書 か れ た

「CompendiumCatholics'Veritatis」(以 下 は 「ラテ ン語版 」 と略称 する)と 、そ

の和訳(以 下は 「日本 語版 」 と略称 す る)が あ る。 「ラテ ン語 版 」 は1593(文

禄 二)年 頃 にイエ ズ ス会 の副 管 区長 ペ ロ ・ゴメ スに よ って編纂 され、 「日本 語

版 」 は1595(文 禄 四)年 の 初 め頃 に書 かれ た と思 われ る。拙 稿 「「講義 要綱 」

の成 立 につ い て」(Uに お い て、 両版 は原本 で はな いが 、比 較 的 に早い時 期 に書

写 され た 写本 で ある こ とを指摘 した。

「講 義 要綱 」 にあ る本 語 は ロー マ字 表記 、仮名 表記 、合字 表記 と漢字 表記 の

ものの 四種類 の 表記 に よ って表 記 され てい る。 これ らの本語 の 全例数 を合 計す

る と約2万 語 となる。 それ ぞれ の異 な り語 数 と延べ語 数 を表1に あげ る。

表1

種類

ローマ字 表記

仮名表記

合字

漢字表記

合計

異なり語数

580

2zo1

20

24

2825

延べ語数

759

14643

3637

1233

zoan

本稿 では 、第 四種類 の漢 字本 語に つ いて考察 す る。

二,漢 字 本語

「講義 要 綱」 で漢 字 表記 され た言葉 は表2に 示 して ある。 原 語 のどの言 葉 に

該 当す る か は、 前後 文脈 を併 せ て 考 え、 「ラテ ン語版 」 と比 較 して確 認 した。
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例:六 番 ニ ハ 三 番 ノ コ ス タ ン チ ノ ホ リタ ア ノ 也 。御 世 ヨ リ六 百 九 十 一 年 也 。

ヒス ホ ノ数 ハ ニ 百 二十 九 人 也 。ppハ ニ 番 メ ノ 李 案 ニ テ 在 マ ス 也 。(「 日

本 語 版 」、126オ)

6aSynodusGen.estconciliu3mConstantincoatumsubAgatonepp&

C6nst血04°&finitumsubLeone2°,AnnoDni691.couemruntinea229

episco(175r)(六 番 目の 総 合 教 議 会 は 、 コ ン ス タ ン チ ノ ポ レ(で 行

わ れ た)三 番 目 で 、 ア ガ トヌ ス教 皇 と コ ン ス タ ン チ ヌ ス 四 世 の 下 で 始

ま り、 西 暦691年 に レオ ン ニ 世 の 下 で 終 わ っ た 。 司 教229人 が こ れ に

お い て 会 合 した)。

「日本 語版 」の 「御 世」 は 「御 出世」か ら 「出」 が脱 落 した もの で 、「西暦 」

の意 味 で あ る。 「ラテ ン語版 」 の記 述 には、公 会 議 が どの 教 皇 の統 治 下 で始 ま

った とい う部分 は省 かれ てい るが、「二番 メ ノ李 案」は 「ラテ ン語 版」の 「Leon2°」

に該 当す るこ とが分 か る。人名Leonは スペ イ ン語で は ラテ ン語 と同 じ形 、 ポ

ル トガル 語 ではLiaoと な る。 したが って 、漢字 名 「李案Jは ポ ル トガ ル語 の

発音 に 当た るこ とにな る。

漢 字の読 み 方 に関 して は、仮名 表記の 例が あ る とき 、それ らの例 を 当て たが 、

な い ときは 、原 語 の綴 りか ら推 定 した。表2で は、推 定 した読 み 方 をOに 入

れ た。そ して 綴 りに よって もとの言語 につい て判 断 した。

表2

番号

1

z

3

4

5

6

7

8

9

10

11

漢宇

阿馬蘭

阿檀

恵実土

闇香部

是婁座連

如誓夫

汁駄子

什駄子

需天阿

需天与

李案

梅是子

例数

6

8

8

4

8

3

3

9

1

72

2

20

原語

Abraham

Adam

Egipto

Jacob

Jerusalem

Joseph

Judas

ノー

Judeea

Judeo

Liam

Moises

仮名(推 定)

アバ ラ ン

ア ダ ン

(エ ジ ソ ト)

ジヤ コ ウブ

ゼ ル ザ レン

(ジ ョセ イ フ)

ジユ ウダス

''

(ジュデ ア)

(ジ ュデ ヨ)

リア ン

(モイゼ ス)

原語

ポ

共通

ポ

共通

ポ

ポ

共通

''

共通

ポ

ポ

共通
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12

13

14

15

16

17

18

19

20

zi

z2

23

24

野恵

朗 

朗マ

朗1`那

阿ホ摩

阿ホ 

安如

案如

安女

恵化連閣

縁天治面度

波羅王

前痴与

悟朗利阿

伊留満

伴天連

羅志与那留

合計

1

12

2

1

5

120

195

1

7

427

111

1

102

92

2

3

8

1234

Noe

Roma

'ノ

Romana

aroma

''

a川0

ノノ

ノノ

ecclesia

entendimento

farao

gentio

gloria

irrnan

Padre

racional

ノ エ

ロ ウマ

''

ロ ウマナ

ア ニ マ

1'

ア ン ジ ョ

ノノ

1'

エ ケ レジア

エ ンテ ンヂ メ ン ト

(ハ ラ ワ ウ)

ゼ ンチ ヨ

ゴ ロ ウ リア

イ ルマ ン

(パデ レ)

ラ シ ヨナル

共通

共通

ノー

共通

ラ

ノ'

ポ

ノノ

''

ラ

ポ

共通

ポ

共通

ポ

ポ

ポ

表2に は使 用 され て い る漢字 に よ る異形 も示 して あ るが 、比較 的少 ない こと

が分 か る。

これ らの本 語 を も との言語 か ら見 ると、「アニマ 」 と 「エケ レジア」以 外 は、

すべ て が ポル トガル 語 、 も し くはポル トガル語 ・ラテ ン語 共通 の綴 りに基 づ い

て い るこ とが分 かる。

二 ・1表 記 と も との綴 り ・発 音 との関係

使 用 され てい る漢 字 を 見 る と、 「恵 」、 「留 」、 「連」 な どの よ うに、 平仮名 も

し くは変 体仮 名 の も とに な った 文 字 があ るが 、 「闊」 な どそ うで ない もの もか

な りある。

表2に あ る漢字 の 読み 方 に関 しては 、 「天」 が8、9と23で は ポル トガル語

の 「de」(デ)に 当 た る が、18で は 「テ ン」 と読 む べ きであ ろ う。 また 、 「安

如 」(ア ンジ ョ)に 出 て くる 「安 」や 「伊 留満 」(イ ルマ ン)に 出 て くる 「満」
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な どは 「あ」、 「ま」 な どの仮名 となっ てお らず 、漢字 音 を利 用 して い る。

「連」 は 「是婁座 連 」ではお そ らく 「レン」 と読 まれ たが 、 「伴 天連 」や 「恵

化 連闊 」 は 「レ」 と読 むべ きであ ろ う。

「梅 是 子」 は、原 語 に該 当す る言葉 はMoisesで 、 発音 か ら推 定 され る仮名

表 記 は 「モイ ゼス」 で あ る。 「梅 」 に 「モ イ」 の音 がな いの で 、 「マ イ 」 と読 ん

だの で あ ろ うが 、 「マ イゼ ス」 と読 ませ るの な ら原 語 の 発音 とは か な り異 な っ

てい ただ ろ う。

拙稿 「「講義 要綱1に お け る仮名 書 き本 語 につ い て」 に お い て、 仮名 表 記

で原 語の ア クセ ン トが長 音に よって 反映 されて い る とい う結論 に至 った。 表2

の漢字 本 語 を見 る と、 ア クセ ン トの あ る音節 が 長音 に な るよ うに漢 字 が選 ばれ

てい る場合 が ある こ とが分 かる。

例:悟 朗 利 阿(ゴ ラ ウ リア)くgloria(栄 光)

波 羅 王(ハ ラ ワ ウ)くfarao(エ ジ プ トの 皇 帝)

た だ し、原語 のア クセ ン トと長 音の位 置が 異な る例 もあ る。

項 目4の 「闊香 部 」(ジ ャコ ウベ)の 場合 、ポル トガル 語の ア クセ ン トはJacob

と第 一音節 にあ って、漢 字表記 の長 音の位 置か ら推 定 され る第 二音 節 とは異 な

って い る。13の 「朗 」 をラ ウマ と読 む と、原 語Romaの ア クセ ン ト母音 と長

音 の位 置 とが 一致す るが 、14のr朗 那」(Romana、mマ の)で は原語 の ア

クセ ン トは二音 節 目にあ る。

つ ま り、 これ らの漢字 本語 は漢字 の読み 方か ら推 定 され る綴 りも 、発音 も原

語 の もの と異 な る形 が あ り、 また ア クセ ン トが おかれ てい な い音節 が 長音 に な

って い る場 合 があ る。 これ らの 漢字 本語 を読ん で理解 す るた めに は、 まず 漢字

の読 み方 の知 識 を もた な けれ ばな らず 、 さらに概念 の意 味 を熟 知 してい な けれ

ば な らな い。 この ことか らだ けで も、 「講 義 要綱 」 が いか に幅 の狭 い 読者 層 の

た めの ものか想 像で き る。

筆記 者 の 立場か ら見 る と、漢 字本 語 は筆 記す るに あ た って仮 名 よ り余分 な労

力 を必要 とす る。筆 記者 は これ らの漢字表 記 を特別 に意 図 して用 いた に違 い な

い。

二 ・2漢 字本語 の省略 表記 につ いて

拙稿 「「講 義 要綱 」 にお ける仮 名 書 き本 語 につ い て」(p.10)に お い て、 仮

(4)



名 表記 の本 語 に は省 略 表記 が見 られ るこ とを指摘 した。 漢字 本語 の場 合 に も、

省 略表記 の 例 があ る。省 略 表記 の有 無 につ いて表3に 示 した。

表3

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

zi

z2

23

漢字

阿檀

安如

野恵

李案

朗 

阿ホ摩

伊留満

恵実土

需天阿

如誓夫

波羅王

梅是子

伴天連

朗 那

闊香部

需天与

阿馬蘭

汁駄子

前痴与

恵化連闊

悟朗利阿

是婁座連

縁天治面度

例数

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

5

省略表記

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

需一

阿馬

汁駄

前

恵

恵化

恵化 連閣

悟一一

悟朗

是婁一

是婁座

縁天

縁天治一

完全表記例数

6

203

1

2

14

125

a

8

1

3

1

20

3

1

4

45

5

11

101

10

2

5

1

省略例数

!

1

1

1

1

1

〆

1

1

1

1

1

1

1

/

27

1

1

1

51

1

4

τ蓋

2

88

角乙

-

33

78
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―24睡 志 与那 留 ―5 ―な し 8 1i
表3の 第18項 目の 「汁駄子 」 に対す る 「汁 駄」 は 、一 例 しか ない 上、省 略

を示 す棒 線 が付 い ていな いた め、省 略 と見 るよ り、 「子 」 の脱 落 と見 た 方 が適

当で あ ろ う。 第20項 目にあ る 「恵化 連 閣」 は 、棒線 の下 に語 末 「連閣 」

が書 いて あ る。 おそ らく、筆記 者 が いった ん省 略 表記 してお こ うと したが 、筆

記 してい る うちにそれ をや めて 下 に文字 を補 ってい るので あ ろ う。

第24項 目 「ラ シ ヨナル 」以外 は 、四文字 以 上の 語 の場合 に 必ず 省略 表記 の

例 が あ る事 が分 か る。省略 を示 す 棒線 を除 くと、一 文字省 略 され て い る異 な り

語 が4語(延 べ31例)、 二文 字省 略 され てい る異 な り語 が5語(延 べ537例)、

三 文字省 略 され てい る語は2語(延 べ79例)あ る。 四,五 文 字 で省 略 され て

いな い語 はそれ ぞれ異 な り語3語(18例)と 、異 な り語2語(9例)あ る。

つ ま り、省略 表記 に関 しては 、例外 は少 しあ る もの の、 二文 字の 短 い語 はだ

いた い省略 され ず 、四文字 以上 の長 い語は だい たい省 略 され 、 三文 字 の語 は 、

省 略 され ない例 と省 略 され る例 の比 率 が近 い。

二 ・3漢 字で表記 され てい る本 語の他 の表記 例

表4で は、漢 字で 表記 され るこ とが あ る本語 が他 の 表記 法 を もって 出 て くる

例 を示 した。

表4

漢字

恵実土

波羅王

梅是子

悟朗利阿

需天阿

需天与

如誓夫

安如

伊留満

朗 

例数

8

1

20

92

1

72

3

203

a

14

品詞

地名

名詞

人名

名詞

地名

名詞

人名

名詞

名詞

地名

仮名

無

無

無

無

無

無

無

無

無

無

仮名表記

例数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

ローマ 字 と合

字(例 数)

概念の由

来

旧約聖書

旧約聖書

旧約聖書

旧約聖書

旧約聖書

旧約聖書

―日約聖 書

旧約聖書

旧約聖書

旧約聖書
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野恵

闊香部

汁駄子

前痴与

是婁座連

李案

朗1L那

阿馬蘭

恵化連闊

縁天治面度

1

4

11

102

8

2

1

6

427

111

羅志与那留8

阿檀

伴天連

阿%rr

6

3

125

人名

人名

人名

名詞

地名

人名

形容詞

人名

名詞

名詞

形容詞

人名

名詞

名詞

ノ エ 1

ジヤ コウブ 2

ジヤ コウベ

ジユ ウダ

ゼ ンチ ヨ

2

a

ゼル ザ レン4

(サ ン)リ

ア ン

ロ ウマナ

アバ ラン

アハ ラハ ン

エ ケ レジ ア

エ ンテ ンヂ

メ ン ト

ラ シ ヨナ ル

ア タ ン

無

ア ニ マ

4

6

21

1

33

79

102

134

1

515

Jacob(1)

Pe(140)

旧約聖書

旧約聖書

旧約聖書

旧約聖書

旧約聖書

一般

一 般

旧約聖書

神学書

神 学書(一

般)

神学書

旧約聖書
一般

神学書

漢 字表 記 が出 て くる全24種 類 の うち に、 「朗 」 まで のll種 類の 場合 、他

の表 記 法の 例が 出て こず 、 さらに 「野恵 」 か ら 「朗1"那 」 までの7種 類 の場合

仮名 表 記の 例 はあ るが 、数 例ず つ と非 常 に少 ない。残 りの7種 類 では、 「伴 天

連」 の場 合 は合字 表記 例 が 混在 して い る。

形 態 論 上 分 類 す る と 、 形 容 詞 の 「ラ シ ヨナ ル 」 と 「ロ ウマ ナ 」 との2種 類 以

外 、 す べ て の 語 は 名 詞 で あ る 。 そ の う ち 、 「ハ ラ ワ ウ」、 「パ ア デ レ」、 「イ ル マ

ン」 が 一 般 名 詞 、 「ア ニ マ 」、 「ア ン ジ ョ」、 「エ ケ レ ジ ア」、 「エ ン テ ンヂ メ ン ト」

が 抽 象 名 詞 、 残 りの 名 詞 は 、 人 名 、 地 名 、 国 民 名 の 固 有 名 詞 で あ る。

漢 字本 語 で示 され て い る概 念 の 由来 につ いて検 討す る。固有名詞 に関 して は、

国民 名 、教 皇 の名前 「李案 」 以外 のす べ て の人名 、そ して 「朗 」以 外 のす べ

ての 地名 は 旧約 聖書 、 ま た は福 音 書 に出 て くる もの で ある。 この うち、 旧訳聖

書 にお け る重要人 物名 があ る。一般 名詞 で あ る 「波羅 王」もエ ジプ トの 帝 王で、

旧約 聖 書の た とえ話 が用 い られ てい る場 面 に出て くる。

「需 天与 」(ジ ュデ ヨーユ ダヤ人)と 「前痴 与」(ゼ ンチ ヨ―元 々ユ ダヤ人 で
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ない者 、ひ いて はキ リス ト教 でな い者)は 聖書 全体 に 頻 出す る言 葉 で あ るが、

「講義 要綱」 の書 かれた 当時に も多用 され てい る概 念 で あ る。

「ア ニ マ 」、 「エ ンテ ン ヂ メ ン ト」、 「ゴ ロ ウ リア 」 な ど に 関 し て は 、 キ リス ト

教 の 神 学 的 概 念 で あ る。

他表 記の混 在 の有無 と、概念 の 由来 を関連 づ けて考 えてみ る と、 旧約 聖 書や

福 音 書に出 て くる概念 の漢字本 語 はだ いた い他 の 表記 法 に よっ て示 され るこ と

がな いか 、或 い はあ る と して も例数 が少 な い(「 ア ダン」 が例 外)。 聖書 と直接

の関係 が ない漢字 本語 に は、仮 名 表記や 合字 表記 の例 が 混在 し、 もの に よって

そ の例数 が漢 字表記 の例 数 を上 回 る。

以 下は 、漢 字本語 が存 在す る他 の 資料 を調査 して ゆ く。

三.他 のキ リシ タン資 料 に見 られ る漢字 本語

三 ・1教 義 書に見 られ る漢字本 語

印刷機 が ヴァ リニ ャー ノ巡察師 に よって 日本 に持 ち込 まれ て 、 キ リシ タン版

が 出始 めた1590(天 正一八)年 以 降 、 ロー マ字 版 本 と ともに 、 国字 版 本 も出

版 され て い く。 しか し、 国字版 本 の本 語は仮 名表 記 しか され ず 、漢 字 本語 は…

切 見 られ ない。

と ころ が、1586(天 正 一 四)年 リス ボ ア刊 ラテ ン語 文 の ヴ ァ リニ ャー ノ著

「CatechismvsChristianae」 の表紙 を見 ると、装飾 用 の挿 し絵 の右 には 「世主

子 」、左 に は 「満 理 阿 」 と書 い て あるの で ある。 それ らの 六字 は 西洋 の読者 に

とって単 な る飾 りに過 ぎず、東洋 的 なイ メー ジを作 り出す の に用 い られ ただ け

か も しれ ない が、 当時本 語 を漢字 で 表記す る習慣 が 存在 してい た こ との 証拠 で

あ る。

「CatechismvsChristianxJの 訳文 は、 「日本の カテ キス モ」 と通 称 され 、1581

(天正九)年 の間 に成 立 した と され る 。 この 作品 に お け る漢 字 の本 語 は表5

に示 した(松 田m「 屏風 文書の研 究 」に よる)。

以 下の 表に おい て 、そ れぞれ の書 物 に仮 名表 記が あ る場 合 、そ の仮 名 表記 を

あ げたが 、仮名 表記 の例 がな い場合 に は、本語 の形 と漢字 を考 慮 して推 定 され

る仮 名 表記 をOに 入れ て示 した。 な お 、推 定 しづ らい 例 に は 「?」を付 して

あ る。
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表5

語

縁天

朗磨

阿 一

恵 一

悟朗一

悟朗利也

安如

需天

前痴与

例数

z

1

1

1

-

1

2

1

1

仮 名(推 定)

エ ン テ ー

(ロ ウマ)

ア ダン

ア タン

エ ワ

ゴ ロ ウ リヤ

ア ンシ ヨ

ン ユ ア ヨ

(ゼ ンチ ヨ)

例数

1+1?

0

4
.

(∠

3+1?

6

11

2

0

原 語 にお ける綴 り

entendimento

Roma

Adam

Eva

gloria

gloria

a川0

Judeo

gentio

松 田毅 一 「屏 風 文 書の 研 究 」 に よ る と、 「日本 のカ テキ スモ」 の和 訳 と同 じ

屏 風 の 下張 りに 、オル ガンテ ィー ノ師 著 と され る 「人満 心得 ノ事 」 も発 見 され

た。 そ の成 立は 不詳 で あ るが、 発 見 された 屏風 は 夏580年 代 に ヨー ロ ッパ にわ

た った と同 書で 言わ れ てい る。 オ ル ガ ンチ ー ノ師 が 来 日 したの は1570年 後 半

なの で 、「入満 心得 ノ 事」 の成 立 は1570年 代 後 半か ら1580年 代 の もので あ る

と考 えられ る。 「入 満 心得 ノ事 」に出 て くる漢字 の本 語は表6の よ うに あ る(同

じく 「屏 風文 書 の研 究」 に よる)。

表6

語

悟 朗―

部阿度

入満

恵 化―

恵 須―

例数

1

1

2

7

1

仮 名(推 定)

(ゴ ロ ウ リ ア

(ベ ア ト)

イ ルマ ン

エ ケ レシア

エ ケー

エ ス キ ー

例数

0

v

4

6

1

2

ロー マ 子

無

無

無

ygressa?

無

例数

n

0

v

1

0

原 語 におけ

る綴 り

gloria

beato

imlan

ecclesia

escriptura

E記 の二 作品 は、当時 の神 学 の概 念 を紹介 してい る教義 書 であ る とい う面で 、

「日本語版 」に もっ とも近 い性 格 の ものであ る。
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ファ ビア ン不干 斎 の1605(慶 長 一〇)年 の著 「妙 貞 問 答 」 に 出て くる漢 字

本 語 を表7に 示 した。

表7

漢字表記

亜非利加

阿檀

安如

貴理志端

恵和

賛勢冷祖

錫狼

巴鼻庵

朗磨

例数

1

5

5

53

4

1

i

1

1

仮名(推 定)

ア ヒ リカ

(アダ ン)

(ア ン ジ ョ)

キ リシタ ン

(エ ワ)

サ ンロ レイ ソ)

(セイ ラウ)

(ハ ビア ン)

(ロ ウ マ)

例数

1

0

0

2

0

0

0

0

0

ロー マ字 綴 り

Africa

Adam

Anjo

Christ乞o

Eva

SanLoreigo

Ceylon?

Fabian

Roma

1620(元 和六)年 に同 じくフ ァビア ンが 著 したキ リシ タン批 判 の著 作 「破 提

宇 子」 に出 て くる漢字本 語 を表8に ま とめた。

表8

漢字

阿檀

安女

慧和

提宇子

伴天連

呂宋

例数

z

8

2

50

19

z

合字

1

1

〆

Ds

1

!

例数

0

0

0

63

0

0

仮 名(推 定)

アダ ン

ア ンジ ヨ

(エ イ ワ)

(デウス)

(パアテ レ)

(ル ソ ウ)

例数

12

1

12

0

0

0

ロー マ 字綴 り

Adam

Anjo

Eva

Deus

Padre

Luton

ペ ロ ・ゴメ スの小 冊子の翻 訳 であ ると推 定 され る 「丸血 留 の道 」 は1612(慶

長 一 七)年 以降 に成 立 した と言 われ る が 、本 語 の表 記 には 漢 字 、仮 名 そ し

て ローマ字 の合 字が複 雑 に混 じり合 ってい る。 表9で は 、同 書 にあ る漢字 表記

本 語 を示 した。 「仮名(推 定)」 で は、 「丸 血 留の 道」 に漢 字表 記 の 語 に該 当す

る と思 われ る仮 名表 記が あ る場 合 、それ らを入れ た が 、 この よ うな例 が ない場

合、推 定仮 名表記 をOに 入 れ た。
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表9

漢字 例数

S・ 安 デ レ ・ア 1

ポ ウス トロ

S・ 安 当 ニ ヨ

S・ 安 当 ニ ヨ ・

デ ・パ ヅ ァ

S・ 理 庵

S・ エ ス テ 庵

サ ン ・エ ス テ 庵

l

l

1

S・ 如 庵 バ ウチ 5

シタ

アブ乱

コ ンシ円 シヤ

コ ンヘ ソ レ数

サ ン ・ケ レ免 テ

サ ン丸 チイ ノ

丸 チイ ノ

ゼ順

ド当留

ド当 レス

プルガ当理与

安如

陰 ヘル ノ

縁 天 ヂ メン ト

丸血留

丸血ル

丸血レス

丸血礼子

丸血礼数

1

1

1

i

∩∠

1

1

l

l

1

20

22

1

49

1

1

z

34

仮名(推 定) 例数

(サ ン ・ア ン デ レ ・ア 0

ポ ウ ス トロ)

(サ ン ・ア ン タ ウニ ヨ)

(サ ン ・ リア ン)

(サ ン ・エ ス テ ア ン)

0

0

l

l

(サ ン ・ジ ョア ン バ ウ 0

チ シタ)

アバ ラ ン

ア ブ ラン

St・ アブ ラ ン

コ ンシエ ンシヤ

(コ ンヘ ソ レス)

(サ ン ・ケ レメ ン テ)

(サ ン ・マ ル チ イ ノ)

(マ ル チ イ ノ)

(ゼジ ュ ン)

(ド ト ウル)

(ド ト ウ レ ス)

プル ガ トウ リヨ

(ア ン ジ ョ)

(イ ンヘ ル ノ)

(エ ンテ ンヂ メ ン ト)

(マル チル)

マル チ レス

l

l

l

2

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

推 定 ローマ字 綴 り

S.AndreApostolo

S.Antonio

S.AntoniodePadua

S.Liam

S.Esteuao

〃

S.JoaoBautista

Abraham

〃

St.Abraham

consciencia

confesores

SanClemente

SanMartino

Martino

jejun

doutor

doutores

purgatorio

anjo

inferno

entendimento

martyr

n

mariyres

〃

〃
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丸血礼ス

丸血理与

苦留子

恵化 礼 ジ ャ

恵 化

恵 化― スチ コ

恵労デス

穴 ニヤ

広ゾホ

需天与等

需 等

需天与

前知与

天シヤ

天多サン

如庵

留志ヘル

1

1

4

1

7

1

1

1

1

3

2

2

16

1

1

1

1

(マ ル チ リ ヨ)

クル ス

(エケ レジャ)

(エケ レジ ヤ)

(エケ レジヤ スチ コ)

(エ ラ ウデス)

(アナニ ヤ)

(ヒ ロ ゾ ホ)

(ジ ュデ ヨ)

(ゼンチ ヨ)

(テンシヤ)

(テンタサ ン)

(ジ ョア ン)

(ルシヘ ル)

0

7

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

'1

martyrio

crus

Ecclesia

〃

Ecclesiastico

Herodes

Anania

philosopho

judeos

〃

judeo

gentio

(peni)tencia??

tentapao

Joao

Lucifer

1790(寛 政 二)年 、寛政 のキ リシ タ ン露見 の間 に没 収 され た書 物 の 内に 、写

本 の 「こん ち りさん ・の ・りや く」 と 「天地 之始 ノ事 」 があ っ た ら しく、それ

らは1901(明 治 三 四)年 に村 上直 二郎 氏に よって転 写 され た あ と行 方 不明 に

な っ たそ うであ る 。

「こん ち りさん ・の ・りや く」 の巻 頭 には、 「御 出 世以 来 千 六 百三 歳 」 と書

かれ てい る。 そ の転 写本 をみ る と、片 仮名 で書 かれ てい る1600年 前後 の 写本

と異 な って、平 仮名 で表記 され てい るのが特 徴 であ る。 本語 の表 記 に用 い られ

る漢字 の異 な り語 は 三語のみ で、全 用例 で一〇例 に及 ぼな い。

さ ん た 丸 や:お そ ら くサ ン タ マ リヤ(SantaMariaラ ・ポ 共 通)の 表 記 。

お らつ 所:お そ ら くoratio(ラ)の 表 記 。

ば つ 所:お そ ら くpassio(ラ)の 表 記。

ま た、 「天 地之 始 ノ 事Jは 、本 語 の崩れや 支離 滅 裂 な記 述 内 容 か ら、時代 の

大 分 下 った もので あ る こ とが分 か る。 た とえば 、イ スラエ ル王Herodes(推 定

仮名 表 記 はエ ロ ウデ ス)は 「よろ う鉄」になっ てい る。ま た、形 容詞Sanctissima
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(「講義 要 綱 」の 仮名 表 記 で は サ ンチ イ シマ[(ラ)も っ とも貴 い])は 「三 ち

い 島」 とな って 地名 と して扱 われ て い るよ うで あ る。 この状 態 か ら、転 写 あ る

い は何回 か の 口頭伝 承 を経 て い るの では ないか と考 え られ る。表10の 「仮名

(推定)」 とい う項 目で は、 「丸 血留 の 道」 に漢字 表記 の語 に該 当す る と思 われ

る仮名 表 記 があ る場 合 それ らを入れ 、 この よ うな例 がない場 合 、推定仮 名表記

をOに 入れ た。

表10「 天 地之 始 ノ事」 にお け る漢字 本語

漢字 例 数 仮名(推 定)例 数 ローマ字綴 り

お らつ 所5(オ ラ ッシ ョ)OOratio

御 らつ 所5

安 所1あ ん じよ3anio

丸や27(マ ル ヤ)OMaria

羅 尊1(ル ソ ン)OLuzon

じゆず ・き り人1(ジ ユ ズ ・キ リヒ ト)OJesusChristo

よ ろ う鉄2(ヨ ロウテ ツ)OHerodes

十だ つ7(ジ ュ ウダ ツ)OJudas

か るわ竜(ヶ 嶽)2(カ ル ワ リヨ ウ)ヶ 嶽0(Monte)Calvario

三 み ぎ り2(サ ン ミギ リ)OSanMiguel

三ぺ い とろ1(サ ンペイ トロ)OSanPetro

三 ぱ うろ1(サ ンパ ウロ)OSanPaulo

三 じゆ わん1(サ ン ジユ ワン)OSanJoan

三 とうす2(サ ン トウス)OSanctos

三 ちい島2(サ ンチイ シマ)OSanctissima

三た ・えきれ じや5(サ ン タ)エ ケ レジヤlSantaEcclesia

三た ・丸や2(サ ン タマルヤ)OSantaMaria

l636(寛 永一 三)年 に 、元 ポル トガル人 司祭 ク リス トバ ン ・フェ レイ ラが キ

リス ト教 を棄教 して忠庵 とい う 日本名 で表 した 「顕偽 録」 に出 て くる漢字 本語

は 、 「鬼利 志 端」 と 「罰 天 連 」 の 二語 のみ であ る。そ れ らの漢 字 の選び 方 に は

キ リシタ ンを誹誘 す る意 図 が明 らかに 出て いる。

以上 管見 に入 った キ リシ タン教 義 書国字 写本 は現 存す るほぼ す べての もの で
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あ ろ うと思われ るが、漢 字本 語 が必ず 出て くる ことが一 つ の共 通点 で あ る。 特

に 「日本 語版 」 と成 立が 近い 「日本 のカテ キ スモ」 と 「入満 心 得 ノ事」 にお い

て共通 す る言葉 が多 く、表記 の揺れ も少 ない。

三 ・2書 簡 に見 られ る漢 字本語

漢字 本語 が見 出せ る他 の資料 には 、 日本語 を表記 した 書簡 が あ る。現 存 して

い るキ リシ タン 関係 の書 簡 は殆 どヨー ロ ッパ の 図 書館 に所 蔵 され て い る が 、

1587(天 正 一五)年 の秀 吉の有名 な 「伴 天連 追放令 」 な ど、 当時の 日本 の 文書

の中 に、漢字 本語 が使 われて い るものが あ る。

村上 直 二郎 氏 「キ リシ タン研 究の回顧 」 に よる と、1899(明 治三 二)年 に村

上 直二郎 氏 は ロー マ のバルベ リニ図書館 で 五通 の書簡 を発 見 され た とい う 。

そ れ らの書簡 は伊 達政 宗遣欧 使節 が教 皇に送 り届 け た もの と見 られ てお り、 ラ

テ ン語 の訳文 もつい てい る とい う。 これ らの五通 の 書簡 に出 て くる漢字 本語 を

表ll～15に 示 した。

表11有 馬領 の キ リシタ ンの書簡(元 和六年 九月 二三 日)

漢字

へ るせ き散

賀良佐

貴理師端

貴理志丹

貴理師度

例数

2

1

l

l

2

讃多恵化連舎3

上ちん

前痴魯

伴天連

満るちれす

朗摩

1

1

2

1

2

原語

perseguigao

grata

christao

Christo

SantaEcclesia

Joachim

ge加o

patre

marryres

Roma

仮名(推 定)

へ るせ き さん

(ガラサ)

(キ リシタ ン)

(キ リ シ ト)

(サン タエ ケ レシ ャ)

(ジ ョウチ ン)

(ゼンチ ヨ)

(パアテ レ)

まるちれす

(ロ ウマ)

表12中 国及 四 国の キ リシ タン の書簡(「 御 出世 以 来千 六 百 二十 一 年 十二 月

九 日)
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漢字

常陳

伴天連

了五

例数

2

1

1

原語

Joachim

patre

Diogo

推定仮名表記

ジ ョウチ ン

パ アテ レ

リャ ウゴ

表13畿 内 の キ リシ タン の書簡(「 御 出世 以来 千六百 二十 一年 しや ね い ろ(一

月)の 二 日)

漢字 例数

阿保須登理賀耕讃2

貴理志端

貴理志度

恵化連舎

志門

上珍

場留登路命

登明

如庵

伴宇路

平登路

理庵

類子

1

3

2

1

z

1

1

2

1

1

1

1

原語

Apostolica

Bengao

Christao

Christo

Ecclesia

Simon

Joachim

Bartolomeo

Tome

Joao

Paulo

Petro

Liam

Luis

推定仮名表記

アホ ス トリカベ ンサ ン

キ リシタ ン

キ リシ ト

エケ レシ ャ

シモ ン

ジ ョウチ ン

バ ル トロ ミ ャ ウ

トメイ

ジ ョア ン

パ ウロ

ペ トロ

リア ン

ル イ ス

表14長 崎 の キ リシ タンの 書簡(「 元 和七年 御 出世以 来千 六百 二十一年 」 二月

三 日、 ラテ ン語 文 は千 六 百二十 一 年三 月 二十五 日)

漢字

安手禮

時庵

寿安

是良仁母

登明

例数

1

1

3

1

2

推定仮名表記

ア ンデ レ

ジ ア ン

ジ ュア ン

ゼ ラ ウニモ

トメイ

原語

Andre

Diao?

Juan

Geronimo

Tome
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1利安 1 ―リア ン (Liao

表15出 羽 奥州 の キ リシ タンの 書簡(元 和七年 八月 十 四 日、 ラテ ン語 文 は千

六 百二十 一年 九月二 十九 日)

漢字

貴理師旦

恵化禮闊

寿庵

伴宇路

理庵

例数

1

1

3

1

1

仮名(推 定)

(キ リシ タン)

ゑけれしや

(ジュア ン)

パ ウ ロ

リアン

例数

1

3

原語

Christam

Ecclesia

Juan

Paulo

Liao

以 上 、漢字 本語 は国 字版本 には 出て こず 、写 本 の教義 書 と書 簡 に しか存 在 し

な い こ とが分 か った 。

書簡 にお け る漢 字本 語 の殆 どが 日本 人の洗 礼名 であ るのに対 して 、本稿 三 ・

1に あげた教義 書 で は神 学に関 す る概 念 も出て く るこ とが分 か る。

表2の 「日本語版 」 の漢字本 語 を、他 の教義 書 ・書 簡 の もの と比べ る と、単

語 の種類 や漢 字 が もっ とも多 く共 通す るの は、明 らか に教 義書 で あ る。 教義 書

の なか で も、成 立が 「日本語版 」 よ りも数 年前 と推 定 され て い る 「日本 の カテ

キ スモ」の和訳 の断片 がもっ と も近い状 況 を呈 してい る。後 の もの とされ る 「丸

血留 の 道」 に は 「前痴 与」、 「需天 与」 な どの共通形 も出 るが 、異 な っ た表記 法

も多 く出て くる。

「日本 の カテ キスモ 」 のよ うな教義 書は現在 残 って い ない が 、キ リシ タンの

書 簡 に よ る と、1580(天 正八)年 以前 に もあ った らしい 。 「日本語 版 」 の漢

字 表記 は この流れ にあ る と考 え られ る。時代 が 下る とと もに、 あ る程 度 定 ま っ

て い た形 に揺 れ が生 じ、表記 が原語 にお ける発 音 か ら離 れ てい くよ うで あ るが 、

漢 字表記 は 日本 人の キ リシタ ン社 会 で流通 した写 本 の国 字資 料 に出 て くる現象

で あ るこ とは確か で ある。

四.表 記 に用 い られ る漢字 の表意 性 につい て

四 ・1縁 天 治面度(エ ンテ ンヂメ ン ト)

「縁 天治 面度」 の 語義 は 「理性 」、 「分別 」で あ る。 「「講義 要綱 」 の成 立 につ
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いて 」(p.1)で 言 及 した よ うに 、 「日本語版 」 の第 二編(日2)は 、 トマス ・ア

ク ィナ ス注 の ア リス トテ レスの 著作 「DeAnima」 を基に して い る。 ア リス ト

テ レスの 「DeAnima」 で は 、 アニ マ(霊 魂)を 三分 して 、そ の中で死 後 生 き

残 るの は 、 肉体 とは異 な りデ ウス と同質 の 「アニマ ・ラシ ヨナル 」(ラ ・ポ共

通 、理性 に関す る魂)の み と され た。 そ のア ニマの 主な機 能 として は 「エ ンテ

ンヂ メン ト」(理 解 、分 別)と 「ヲ ンタ アデ」(意 志)が あ る。 この 中でエ ンテ

ンヂ メン トは 、天 上に い る神(デ ウス)に 縁 って面 々の人 間 の精 神的活 動 を治

め る機 能 を もつ。用 い られ た漢 字 は 、 この両 面が うま く とらえ られ てい る と認

め られ る。

四 ・2前 痴 与(ゼ ンチ ヨ)

「前 痴 与」(gentioポ)は 「異教 徒 」 の意 味 であ るが 、 「未 開 の人 民」 とい

う意 味 で も用い られ る。

例:未 ダ ヒイ デ ス ノ光 ヲモ 受 ケ ズ 、 又 ヒ ロ ソ ヒヤ ノ学 問 ヲ モ セ ザ ル 前 痴 皇

ナ リ トモ …(「 日本 語 版 」72オ)

ア リ ス ト ウテ レ ス宜塑虹 与 ナ レバ ヒイ デ ス ノ こ と ヲ 知 ラ ザ ル ガ ユ ヘ ニ …

(「日本 語 版 」77ウ)

Jxoバ クル ス ニ 掛 リ玉 フ ミス テ リ ヨハ 前 繊 ノ前 ニ ハ 愚 痴 、置==ノ

前 ニ ハ エ ス カ ン ダ ロ也 。(同76ウ 、 「需 」は 「需 天 与 」、ユ ダ ヤ 人)

MataSibylastoyujennhonintachimogoxuxxenomayeniGentiono

nacanazedomo,gotgugueuoc6muritecanetevoncoreranoguiuo

cacaretarunari(又 シ ビ ラ ス と 云 ふ 善 女 人 達 も御 出 世 の 前 にゼ ∠ 乏 旦 の

中 な れ ど も 、 御 告 げ を 蒙 り て か ね て よ りこ れ ら の 儀 を 書 かれ た る 也 。

「ヒイ デ ス の 導 師 」198頁)

つ ま り、 「ぜ ん ち よ」 が用 い られ る文脈 や意 味か ら考 え る と、 「前痴 」 とい う

最初 の:二字 が持 つ示唆 性 が認 め られ る。

四 ・3恵 実 土(エ ジ ッ ト)

「恵 実 土」(国 名 エ ジ プ ト)が 「日本語 版」 に出 て くるの は数 丁のみ であ る。

そ れ は、 聖 書の成 立 につ い て の記 述 の部 分 にお い てで あ るが、 【恵化 】 は
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見せ けちで 、 下に 「恵実 土」 と書いて あ る。

トロメエ ヨ ト申ス 【恵 化 】恵 実上 ノ帝王(102オ)

エ ジプ ト王 プ トロマ ヨス(Ptolomaios)は ア ラ ビア人 が ローマ 帝 国 に あ った

エ ジ プ トを征 服す る以前 の 国王で 、そ の頃 はエ ジプ トにお け る キ リス ト教が 隆

盛 期 を迎 えた時代 であ る と言われ る。「サ ン トス の御 作 業 」に も十 数 カ所 に 「エ

ジプ ト」 とい う国名 が出て きて、 また 同時代 のエ ジプ トにつ い て 「ヒイ デ スの

導 師」 に も二頁 に及 ぶ記述 があ る。

MataEgyptonocuninodbxinjanoBatauosunzni,aruiuajichuniaiatqumatte

ylambfitomoari:aruivajinrinfanazetaruyamanovocuniylambfitomoari:

corersnofitonoxocuuaconomi,cusanominari(...)sumaninnodbxinjauo

mireba,tocoroniyotteuaxenin,nixeninmatauagoxenninmomaximaxexiga,

coreminatqucasaichininnixitagauarurunari.(又 エ ジ プ トの 国 の 道 心 者 の

沙 汰 をす る に 、 或 は 地 中 に 相 集 ま っ て 居 給 ふ 人 も あ り。 或 は 人 倫 離 れ た る

山 の 奥 に 居 給 ふ 人 も あ り。 これ らの 人 の 食 は 木 の 実 、 草 の 実 な り。(中 略)

数 万 人 の 道 心 者 を 見 れ ば 、 と こ ろ に よ っ て は 千 人 、 二 千 人 ま た は 五 千 人 も

ま し ませ しが 、 これ み な 司 一 人 に 随 は る る也 。 「ヒイ デ ス の 導 師 」、203-204

頁)

同 書の204頁 で、 上記 の文 章は聖 ア ウ グスチ ノの 記述 と され るので 、紀 元後

4世 紀 の時 代 を指す であ ろ う。 キ リシ タン時代 にア ラ ビア圏 内 に あ った大 国エ

ジプ トに 、昔 、多 くの信 心深い キ リス ト教 徒が いた こと をたた えてい る、 異教

徒 をキ リス ト教 徒 にする こ とが 日本 にお け る宣 教師 の 目的 であ った。 多 くの資

料 、特 に書簡 な どで 、キ リス ト信 者 に転 宗 した者 を 「fruto」(ポ、実 り)と い

う語 で指 し示 して いた。 つ ま り、 「日本語 版 」 に用 い られ た漢 字 は 、 この よ う

な実 り(転 宗者)に 恵まれ た土 地の エ ジプ トの イ メー ジに適 して い る と言 えよ

う。

他 の漢 字表 記(「 波 羅王 」 な ど)に 関 して も 、表意 性 を論 じる余 地 が あ るか

も しれな いが 、すべ ての漢字表 記本 語 に表意性 が あ る とはい え ない。

五.「 日本語版 」 にお ける漢字本 語 の分布 につ い て

表16で は 、漢字 本語 が用い られ る概念 を集 め 、それ ぞ れ が どの よ うな性格

の語 で あ るの か、 キ リス ト教の どの よ うな典籍 に用 い られ る言葉 で あ るのか を
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「属性 」の欄 に、それ らの語 が 出現す る場所 を 「漢 字表記 で出 て くる範 囲」に、

他 の 表記 で 出現 す るか ど うか 、出現 す る場 合 にはその例 数 を 「他 の表記 の例 数」

に、他 表 記 が ど こに 出て くるの か を 「他 の表記 で出 て くる範囲」 に、最 後 の欄

には拙 稿 「「講義 要綱」 の成 立 につ いて 」(p.2)で 行 った 部分 け(日 第二編(A)

(1オ ～56ウ),日 第 二編(B)(61オ ～72オ)、 日第三編(73オ ～365オ))の ど

の分 に現 れ るか を示 した 。表 記 の簡 略 さの た め、 「日第 二編 」 を 「日2」、 「日第

三編 」を 「日3」 と略 し、 「オ」 を 「r」、 「ウ」 を 「v」と略 す こ とにす る。

表16

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

漢字

波羅王

需天阿

朗 那

野 恵、

李案

伊留満

伴天連

如誓夫

阿馬蘭

闊香部

羅志与那

留

縁天治面

度

阿ホ 

阿檀

汁駄子

恵実土

朗 

是婁座連

恵化連闊

属性 漢字の

例数

―日約 聖 書1

旧約聖書1
一 般 1

旧約聖書1
一 般

一 般

一般

2

z

3

旧約聖書3

旧約聖書6

旧約聖書4

神学

神学

神学

8

111

125

―日約 聖 書6

福音書 11

旧約聖書8

一般

福音書
一般

14

8

427

漢字表記で

出てくる範

囲

23v(1例)

他の表

記の例

数

1

103v(1例)1

95v(1例)

202r(1例)

126r(2例)

73r(2伊D

73r

93v～98r

76v-83v

201r-206r

3r～30v

28r-43v

3r-56v

028v～ll5v

ll5r～206v

102r～218v

64v-281v

83r-289v

73r～289v

6

1

4

ノ

140

1

22

2

102

79

515

134

z

1

1

4

33

他 の 表 記

で 出 て く

る範囲

!

1

95v～143r

249v

lOSr-125

1

85v*～331r

1

76v-273v

199v,363r

2v-261r

4v～347v

lr～345v

80v～285r

219r,220v

1

1

103r～288v

95v-346r

出 て く る

部

日2

日3

日3

日3

日3

日3

日3

日3

日3

日3

日2,2B,3

日2,2B,3

日2,2B,3

日2,3

日3

日3

日2B,3

日3

日3
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20

ai

22

23

24

梅是子

前痴与

需天与

安如

悟朗利阿

旧約聖書

一般

旧約聖書

福音書

福音書

20

102

72

203

92

95v～293r

71v-331v

74r-338r

47r～341v

53r-355v

1

a

1

1

1

!

69v,81r

!

1

1

日3

日2B,3

日3

日2,2B,3

日2,3

*は 合字 の 例。

表16の 漢字本 語 がそれ ぞれ の部 に どの よ うに出 て くるか を見 る と、 日2、

日2B、 日3に わ た って漢 字 も しくは仮名表 記例 が あ る本 語 は第23項 目 「安

如 」 と第ll～13項 目の神 学 用語だ けで あ る。 日2、 日2B、 日3の 内 、 二部 に

出て くる概 念に は 「阿檀」、「悟 朗利 阿」、「朗 」、「前痴 与 」が あ る。(「ア ダン」、

「悟 朗利 阿 」の 例は 日2Bに な く、残 りの2語 は 日2に は 出 て こない)。

す べ て の部 に出 て くる4語 の うち、第23項 目 「安如 」 は ど こで も同 じ表記

であ る。 残 りの3語 は、神 学の概念 で あ る。 これ らに つい て 考 える。

漢字本 語 の分布 を もう一 回見 る と、 お よそ 三つ に分 け る こ とが で き る。

(ア)漢 字 表記 の例 が 限 られた 丁数 の間(5丁 以 下)に 集 中 してい るもの

(1～10)。

(イ)漢 字 表記 の例 が幅広 く散在 して いる もの(14～24)。 これ らの項 目

は 大体例 数が 多 く、そ して 漢字表記 の例 数 が仮 名表 記 の もの よ り多

い点 も共 通 してい る。

(ウ)ll～13の 神 学用語。 これ らの用 語 も、 出て くる例数 が、 漢字 ・仮

名 のいず れか の 表記 で全 書 に多 くの例 が存 在 し、漢字 で 表記 され て

いる丁数 も(ア)ほ ど少 な くは ない。 しか し、漢 字表 記 の 例が 見 ら

れ る範 囲 が、 日2に 限 られ てい る。

漢 字表 記 をす る こ とは 、筆記 が よ り丁寧 にな され て い るこ と と関係 が あ る。

しか し、 これ らの表 記を選 んだ のはお そ らく現存版 の書 写者 で は ない だ ろ う。

拙稿 「「講義 要綱」 の 成立 につ いて」(p,17)で も指 摘 した よ うに、 現 存版 の 書

写者 はほ とん ど原語 の知 識 がな く、単に厳密 に書 写 した だけ ら しい か らであ る。

(ア)の 例 を見 る と、 中に は一般 的な教 義書 の用 語 「伊 留満 」 と 「伴 天連 」

が あ るが 、 これ らは73オ に しか 出て こない。 「伊留 満 」 とい う概 念 は他 に出 て

こな いが、 「伴天 連」 は、該 当す るPeと い う合 字 とな っ て頻 出す る。
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拙稿 「「P要 綱 」 の成 立 につ い て」(pユ1)で 、 日本 語 文の筆跡 につ い て述

べ た時 、73オ ～84オ の部 分 では筆 跡 が他 の種類 と異 なっ て、書写者 も しくは

筆 記道 具 が 違 う可能 性 が あ る こ と を指 摘 した。84オ が途 中まで 書かれ て あ っ

て、85オ にそ の内容 が よ り丁寧 な字 で書 かれ てい る ことか ら、 この73オ ～84

オの部 分 だ け は別 の筆 記 者 に よ って記 され た 可能性 が 高い。73ウ な ど、場 所

に よって字 形 が非 常 に稚拙 な とこ ろが あ るこ とか ら、外 国人 の筆跡 の可能性 も

考 え られ る。 「日本語 版 」 の前 置 きを あげ る。

日域 ノ膣 衆二 対 シテ 大智 廣 覧 ノ師範 、 日本 の ビセ ポ ロビンシアル 伴天

連 ペ ロ ・ガ ウメズ編 立 玉 フCatholica;Veritatis/Compendioヲ 伴 天連 ペ ロ

・ラモ ン 日域 ノ辞 二翻 訳 シ 終 。(73オ)

ここ に使 われ る 「伴 天連 」 と 「伊 留満 」 は、他 には 同 じ73オ に一回ず つ 出

て く るだ けで あ る。 つ ま り、 「伴 天連 」が ここだ け漢字 で 書 かれ 、他 の場 所 で

は合字 で表 記 され てい るの は 、筆 記者 が異 な る ことに よるのか も しれな い。

表16の 残 りの例 につ い ては 、 ほ とん どが 旧約 聖書 と福音 書 に出て く る固 有

名 詞 と一般 名詞 で あ る。 「日本 語版 」全 体 に数例 しか ない1～5の 用語 で さえ

漢字表 記 され て い るこ とは興 味深 い もので 、 これ らを漢字 で表記 した筆 記者 は

これ らの 表記 を特 に意識 して いた よ うに考 え られ る。あ るいは、この筆 記者 は、

漢字本 語 が存 在 した 、 旧約 聖書 ・福 音 書の 国字 和訳本 を参 考 に してい たか も し

れ ない。

六.終 わ りに

以 上 、 「日本 語版 」 を中 心 と して、 漢字 で 表記 され てい る本語 を分析 して き

た。

漢 字本 語 は国 字版本 には 見 られず 、国字 写本 に しか出 て こない。用 い られ た

漢字 か らみ る と、 「日本 語版 」 の 漢字 本語 は、教 義書 に通 ず る ものの方 が 書簡

に通 ず る もの よ り多 い。

第 五 章で 考察 した よ うに、漢 字本 語 は 、 キ リシタン時代 の 早い時期 に 、 日本

人 のキ リシタ ン信 者 の 間で 作 られ た もの で あって 、筆 記者 が文 章 を丁 寧 に書 き

記そ うとす る一 つの 表れ で あ ろ うと指 摘 した。 た だ し、これ だ けでは、筆 記す

る労力 が大 き い漢字 が 楽 な仮名 よ りも用 い られ て い るこ とが 、十分 に説 明で き
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な いた め、最後 に漢 字表記 の存 在意 義 を考 える。

漢 字本語 の大 部分(表1の24種 類 中、15種 類)が ―日約 聖書 ・福 音 書 に出 て

くる もの であ る こ とか ら、漢字表 記 を選 んだ筆記 者 が 国字本 の 聖書 の よ うな文

献 にふれ た こ とが あ ると考 え られ る。 しか し、 キ リス ト教 の最 大 の根 拠 とな る

もの 聖書 は、 カ トリックにおい て 「神 の言葉 」 と して扱 われ 、 内容 が厳密 に規

定 され 、カ トリック圏内 で は ラテ ン語の 「ヴルガ ー タ」(一 般 民 用 の)し か認

め られず 、ポル トガル語や スペ イ ン語な どに訳 され た聖 書 は ない。 ちなみ に 、

プ ロテス タ ン トの 国 々が 異教徒 の国 とされ てい た理 由 の一 つが 、俗 語 の聖 書 を

用 い てい た こ とで あ る。 その ため、 日本 のキ リス ト宣 教師 が この鉄 則 に違 反す

る こ とは考 え に くい。

しか しなが ら、 聖書 自体は翻訳 が 許 され てい なか っ たが 、 ミサ で神 父 が説教

に用 い る聖書 の場 面 を集 めた文集 はあ った。 現 存 して い る もの と しては 、例 え

ば、1591(天 正 一九)年 成 立のバ レ ト写本 の前 半が この よ うな文集 であ る。バ

レ ト写本 の典拠 に 国字本 があ っただ ろ うとい うことはす で に通 説 で あ るが、 そ

うす る と、バ レ ト写本前 半の典 拠 は、 旧約 聖書 や福 音 書の場 面 を集 めた この よ

うな文集 であ った に違い ない。 この よ うな国字 の文 書 は現存 して い ない が、 お

そ らく 「講 義 要綱jや 本稿 三 ・1で みて きた 「日本 の カテ キ スモ 」 な どの国字

本 に類 似 した表 記 法が用 い られ ただ ろ うと思 われ る。 また 、 この よ うな文 集 は

神 父 それ ぞれ が 日常の ミサに使 うもので 、キ リシ タ ン時代 の早 い 時期 か ら存在

してお り、 「講義 要 綱 」や 「日本 のカテ キ スモ」 な どの高 度 な教 義 書 よ りも幅

広 く出回 って いた で あろ う。つ ま り、 ある程度 広い 範 囲の信 者 に親 しまれ て お

り、 あ る種 の規範 性 があ っただ ろ うと考 え られ る。

本稿p.7～8で み たよ うに、漢 字本語 は 、聖書 に 関係 して い る ものが他 の表

記 で 示 され る例 が少 ない か全 くな く、神学 書や 一般 書 に関係 す る ものに仮 名 表

記 な どが混在 して い るこ とが わか った。 それ を併 せ て 考 え る と、 「講 義 要綱 」

にお いて 漢字 で表 され る こと しか ない本語 は 、聖書 の場 面 の文 集 に あ った語 を

も と と してい るた め 、漢 字で書 く方 が仮名 で書 くよ り労力 が必 要 で あ るの に も

関わ らず 、 この よ うな聖 書の場 面 の文集 に よる規範 に 従 って漢 字 で表 記 され て

い る。 漢 字表記 と ともに、仮名 と合 字の表 記例 が混 在 す る本語 は、既 存 の教 義

書 に準 じて漢字 で 表 され てい るが 、 これ らの認 識度 が 低 く さほ ど規範 性 が ない

た め、 よ り書 きやす い仮名 で筆 記す る場合 が 出て くる。 この よ うに 考 え ると、

漢 字 表記 の存在 意義 が説明 でき る。
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